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研究成果の概要（和文）：1930 年代から 40 年代にかけてのスイスは、第二次世界大戦の当事

国に囲まれた閉塞状況にあった。この時代、スイスの知識人は、「精神的国土防衛運動」に動員

された。しかし、この運動に対する密かな抵抗を通して、彼らは閉塞状況を突破するための表

現の可能性を探究していた。 
 
研究成果の概要（英文）：From the 1930s to the 1940s Switzerland was situated in the 
blockage, surrounded by the parties of the Second World War. During this period, 
intellectuals of the Swiss were mobilized to the movement of "spiritual defense exercise". 
However, through subtle resistance against this movement, they explored the possibility of 
representation to break through the blockage situation. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ語系文学 
キーワード：出来事、物語、ナショナリズム、スイス 
 
１．研究開始当初の背景 
 
20 世紀スイスの知識人のテクスト生産に関
する研究は、これまでの研究においては、ス
イスのおかれた地政学的状況とそこから生
まれる国民統合の必要性について十分に光
を当ててこなかった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、20 世紀スイスにおける「国

民化プロジェクト」と「作家-メディア-批評
家のネットワーク」の間に見出される言説の
政治の諸相を–––とりわけ両者の共生と抗争
に焦点を当てて–––明らかにすることにある。 
 
３．研究の方法 
考察の座標軸を形成するのは、スイスの国民
統合の表象の政治をめぐる「マックス・フリ
ッシュ(1911-1991)の言説と行動」、および、
1930年代のスイスの文化政策が生み出した
「精神的国土防衛」運動である。本研究は、
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両者を交叉させることによって構築される
座標空間の中に、20 世紀スイスを代表する作
家、批評家の言説、および彼らの言説を流通
させるメディアの役割を位置付ける。 
 研究の座標空間を設定するために、30 年代
以降冷戦終了期までのフリッシュの軌跡と
「精神的国土防衛運動」の関係を詳細にたど
る。そのために三つの系統の資料を収集・分
析する。一つは、ジャーナリスト時代のフリ
ッシュが30 年代から 40年代にかけて『新チ
ューリヒ新聞』を中心としたメディアに寄稿
した新聞記事、もう一つは同時代に発表した
小説である。第三の系統は、「精神的国土
防衛」時代のフリッシュが砲兵として従軍
した際の日記と自身によるその脱（脱）構
築の試みである。 
 
４．研究成果 
 
 上記三つのテクスト系列には、「国民国家
スイスとフリッシュにおける記憶・忘却」と
いうテーマが集約的に現れていると仮説を
立てた。こうした三つの系統のテクストを、
国民国家の「脱自然化」という今日の人文・
社会科学のパラダイムと、『ベルジエ』報告
のような資料が前景化するコンテクストの
中で読み解いていった。 
 以上によって設定された座標上に、フリッ
シュ、デュレンマット、ら 20 世紀スイスを
代表する作家、およびシュミット、シュタイ
ガー、フォン・マットといった批評家の主要
な発言を、そのメディアとの関係において位
置づけた。 
 2009年度に、『ドイツ文学』（日本独文学会）
に、これまでのマックス・フリッシュ研究を
概観するレビュー論文を発表し、フリッシュ
を軸にして本研究を行うための基盤を確立
した。その上で、小説『静寂からの返答』の
内包する政治的含意、さらにはそれが 1970
年代末にフリッシュの著作集に収録から外
される経緯における政治的および個人的抑
圧について解明した。 
 2010 年度には、（少なくとも現時点での知
名度という点で）フリッシュの最も成功した
小説である『シュティラー』における、妻殺
しのモチーフを手がかりに、テクスト内にお
けるジェンダーをめぐる政治とそれをめぐ
る批評家たちの議論の道筋を解明した。また、
1939年以降の総動員体制の時代に、フリッシ
ュが新聞紙上に発表した従軍日記の読解を
通して、当時のスイスの国民統合装置である
精神的国土防衛とフリッシュの関係の諸相
を明らかにした。とりわけ、戦後、スイスの
ナショナル・アイデンティティ政策に対する
徹底的な批判者となったフリッシュが、動員
時代に経験したトラウマ的とも言える「服従
の経験」の意味を解明する手がかりを得たこ

とが重要である。 
 2011年度は、台北で開催された国際学会に
おいて、フリッシュにおける海表象について
報告すると共に、それをまとめた論文を公表
した。これは第二次世界大戦後期における戦
争当事国に囲繞されながら（少なくとも表層
においては）奇妙な平穏の中に置かれたスイ
スの市民たちの覚えていた閉塞感とそれを
想像のレベルにおいて突破するための中心
的表象としての「海」に解明の光を当てたも
のである。ここに批判的知識人としてのフリ
ッシュの出発点を確認した。また、フリッシ
ュの『日記 1946-1949』に収録された掌編「ス
トーリー」におけるキーフレーズである「汝、
偶像をつくるなかれ」を、情動概念を手がか
りにして、偶像形成と偶像破壊の精神史の中
に位置付けた。これによって、「偶像」をめ
ぐる虚構表現と学術的探究の関係の中に、フ
リッシュの偶像破壊の試みを定位すること
ができた。 
 2011 年から 2012 年にかけてはデュレンマ
ットの戯曲選集の翻訳を分担し、『盲人』の
全訳を行った。これは信仰/信じる心をめぐ
るデュレンマットの基本的問いが集約され
た戯曲であり、この邦訳によって初期のデュ
レンマットがキリスト教、さらにはナチズム
をどのように捉えようとしていたのかにつ
いて、日本で議論するための 1つの土台がで
きた。 
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